
 
【付録 6】授業実施計画 

実施計画（1 時間⽬）              【評価⽅法】授業時のワークシート、活動への参加度 
【場所】    各クラスの教室 
【授業⽬標】 ・ふろしきの歴史や活⽤⽅法を知る 

       ・⼀つ結び、真結びを体験し、⾵呂敷活⽤へのイメージを膨らませる 
       ・環境配慮⾏動と⾵呂敷活⽤が関連していることに気づく 
【授業順】 
2 組→1 組→3 組 
  

段階 活動内容 ・教師の⽀援 

導⼊ 
【5 分】  

・もったいないばあさんのお話がどのような話か
クイズ形式で考える（全体） 
「現代でもったいないものはどのようなものが
あるだろう」 

・もったいないばあさんを知らない児童がい
た場合は絵などを⾒せる 
・現代のもったいないからプラスチック袋の
有料化の話へ導く 

展開 
 
 
 
 
 
 
 
【15 分】 
 
 
 
 
【15 分】 

・プラスチック袋が有料化した背景を考える 
「昔はどのように物を運んでいたのか」 
 
 
 
 
 
 
・ふろしきがいつの時代からあるのか、どのよう
に使われていたかをクイズで学ぶ 
 
 
 
・ふろしきの基本となる⼀つ結び、真結びを体験
して感想をワークシートにかく 
 
 
 
 

・イメージが膨らみやすいように画像等を⽤
意する 
・プラスチック袋の使⽤で環境に与える影響
についても触れる（児童から出た場合は拾
う） 
 
 
ワークシート配布 
・ふろしきの歴史を「奈良時代」「室町時代」
「明治時代」に分けてクイズ形式で考えられ
るようにする。⼀⽅的な授業にならないよう
に現代の⽣活と⽐較しながら授業を進める 
 
・現代にも役⽴てられるのではないかという
児童の意識を引き出せるようにする 
・複数回動画を流して、できている児童は反
復で練習してもらい、教師はついていけなく
なった児童や⽀援が必要な児童へサポート
を⾏う 

まとめ 
【5 分】 

・今回実際に⾏った結び⽅を組み合わせで次回の
授業で⾵呂敷を活⽤してみることへ⾒通しを⽴
てる 
・⾝近なもったいないを探す（HW） 

・ふろしきでこんなこともできるよと児童に
伝えられるような画像なり実践を⽤意して
おく 
・時間が余った場合、泥棒＝ふろしきという
印象が付いた理由の話をする  

めあて：ふろしきの歴史を知り、体験してみよう 



実施計画（2 時間⽬）             【評価⽅法】授業時のワークシート、活動への参加度 
【場所】    家庭科室 
【授業⽬標】 ・お題で出された使う⽤途に合わせてふろしきを実際に活⽤する 
        （3 組ではお題はなし。⾃分たちで使う⽤途を設定して⾏った） 
       ・どのようなシチュエーションでふろしきを活⽤できそうか共有する 
       ・環境配慮⾏動に意味を持って⾃発的におこなえるようにする 

段階 活動内容 教師の⽀援 

導⼊ 
【3 分】  

・ふろしきはどのようなものであったかを前回の
授業を思い出しながらまとめる 
・ふろしきは実⽣活のどのような場⾯で使⽤でき
るかをクラスで共有する 

・前回使⽤した画像などを⽤いて、⾵呂敷が
どのように使われていたかを確認する 
・このような活⽤ができるという物を参考画
像を⾒せるまたは前で実践する 

展開 
 
 
【7 分】 
【20 分】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【10 分】 

 
 
 
・昔はカバンの代わりだったことから 
→「エコバックの代わり」「サブバックの代わり」

昔は包むものだったことから 
→「ラッピングの代わり」 
となるようにお題となるものを提⽰し、班ごとに

お題に沿って⾃由に⾒られるように設定した
e-learning 教材を使⽤し、活動を⾏う 

 
・お題を作り終わった班は、写真を撮り発表でき

るようにワークシートをまとめる 
 
 
 
・班で作ったものをクラスで共有する 
 
 

 
 
 
・昔の使⽤⽤途から現代ではこのような使い
⽅ができるのではないかという物をお題と
して提⽰し、そのお題に合うような⾵呂敷活
⽤⽅法を実践できるようにする 
・e-learning 教材が⾒られる環境を設定する 
・何を⼊れるか、どのようなシチュエーショ
ンにするかは⾃由だったのでどのようにし
たらいいかわからない班にはヒントカード
として⼊れるもの、シチュエーションの提⽰
を⾏った 
・早く終わってしまった班は他のお題に挑戦
したり違う⽅法でお題に沿った実践を⾏っ
たりできるようにする 
・どのような場⾯で使うか、使う事での利点
等も話せるようにする 

まとめ 
【5 分】 

・実際に⾵呂敷を活⽤してみた感想をワークシー
トに書く  

・ふろしきを実⽣活でこれから使ってほしい
というわけではなく、環境を考えた⾏動は昔
から学ぶこともできるし、⾃分の⽣活を少し
変えるだけでできるという事を伝える  

【授業順】1 組→2 組→3 組 
 

めあて：ふろしきを活⽤してみよう 


